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 ●はじめに 

 NPO 法人ミュージアム研究会では、2009 年から「ク

ジラ」をテーマにした巡回展キットを開発し、全国展開

させている。全ての展示キットは宅配便で輸送し、簡

単に設営できるように、日本の文化の一つの象徴であ

る茶箱を輸送用外箱（以下外箱）として活用している。

このクジラ展キットは、約 20 箱あり、一つの箱に一つの

テーマが収められており、借用側のニーズに合わせて

テーマの異なる展示キットを組み合わせて借りられる

ことが特徴である。昨今、捕鯨問題など偏った報道が

されがちな「クジラ」を、中立の立場で、子どもから大

人までが五感をつかって科学・文化・歴史など様々な

角度から楽しく学べる展示となるよう工夫してきた。そ

の中で、クジラだけではなく、クジラが赤ちゃんを産むた

めに帰ってくるふるさとの海の「さんご礁」も、クジラたち

が生きる環境として重要であり、新たな展示テーマとし

て加えることとなった。 

 

●サンゴ展示の開発 

 開発にあたっては、写真などの資料提供をはじめ、

正しく、子どもたちにも分かりやすい表現になるように、

阿嘉島臨海研究所にサンゴコンテンツの協力監修を

お願いして、2009 年に次の 6 つの展示コンテンツを開

発した。クジラの巡回展同様、茶箱を活用するとともに、

新たに海の中を表現するための舞台として蚊帳も取り

入れた。 

 平成 21 年度サンゴ展示を加えたクジラ展は 178 日

間にわたって全国 10 ヵ所で開催され、入場者数は

54,743人であった。開発した 6つのサンゴ展示の詳細

と展示会場でコメントカードに記されたそれぞれの展示

への感想を紹介する。 

 

①サンゴホテル（茶箱型）（図 1） 

 ヘラジカハナヤサイサンゴのモデルに、サンゴを棲み

かとする小さな生き物をほぼ実物大のぬいぐるみを取

り付けて紹介した。ヘラジカハナヤサイサンゴのモデル

には、穴を開けて生き物のぬいぐるみが入れられるよ

うに工夫した。この展示キャプションには、「サンゴには

3 つの大切な役割があること：1）酸素をつくる、2）魚の

すみかになる、３）陸上に住む人々を波や自然災害

から守ってくれる、ということを記載した。子どもでも理

解できるように、必要最低限の情報で、わかりやすく解
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図 1 サンゴホテル（茶箱型） 
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説できるよう心がけた。モデルだけではなく、実物のサ

ンゴ標本 2 種（ハナガサミドリイシ、ハナヤサイサンゴ）

も合わせて展示した。「すごいかわいい展示会で感動

しました。サンゴが元気に育ちますように。」「海はいろ

んなキレイなサンゴがあり、いいホテルだなと思いまし

た。」などの感想があった。 

 

②サンゴ３D スコープ（茶箱型）（図 2） 

 サンゴにはいろいろな種類があり、形や色があること

は一般の人々にはあまり知られていない。そこで、サン

ゴの多様性を楽しみながら学ぶ展示として、サンゴ３D

スコープの展示を開発した。３D スコープは、1900 年

代の初頭に、医学用の参考書などで医師がヒトの体の

臓器を勉強する際によく用いていたという経緯がある。

この 100 年前から科学の世界で用いられていた道具

を取り入れた３D サンゴ図鑑のような展示をねらいとし

た。当初は、水中写真で左と右を少しずつずらし、実

物サンゴでの３D 写真を制作したかったが、水中で 2

台のカメラを固定し、撮影する装置制作に時間がかか

り、展示初日に間に合わなかったことから、初回は CG

のサンゴやさんご礁にすむ生物で対応した。 

 その後、阿嘉島臨海研究所より、サンゴ写真の提供

をいただき、実物サンゴの３D スコープ用の写真も展

示コンテンツに加わった。３D という見せ方には大人も

子どもも興味を持つ人が多かったが、目の焦点を調節

するのに個 人 差 があり 、

「３D を見るのに苦労しまし

た。」という感想があった。 

 

③星砂（茶箱型）（図 3） 

 星砂はサンゴではないが、

さんご礁を形成する重要

な要素の一つであるという

ことで、星砂紹介の茶箱

展示を制作した。茶箱を

開くと、箱の上段には 8 種類の有孔虫類（星砂の仲

間）の拡大模型（ホシズナ、タイヨウノスナ、カルカリナ

ヒスピダ、カルカリナカルカー、ゼニイシ、ペネロプリス、

アンフィステギナ、ヘテロステギナ）があり、マグネットで

茶箱上段に取り付けたり、外したりできるようにした。下

段には、実物の星砂を観察して種類別に分類できる

ように、パレットとピンセットなどを配置した。星砂自体

は、沖縄のお土産の品としてよく知られているが、星砂

が生きている時は、生物であることを知っている人は

少ない。そこで、拡大模型のホシズナに糸をつけて、

餌をとらえるときに触手が伸びることなどを説明できる

模型とした。星砂が有孔虫の死骸であることに気づき、

それぞれの星砂の形の面白さを学ぶことのできる展示

となった。実際に体験した子どもたちや大人たちからは、

「星砂には星のかたちもの、ふっくらおもちのようなかた

図 2 ３D スコープ（左）でサンゴの写真を見る（右） 

図 3 星砂の茶箱 
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ちのものなど様々

な形があり、小さ

いけど、よく観察

してみると違いが

わかった。 」 「星

砂があんなにたく

さんの種類がある

なんて知らなかっ

たです。とても見

易くて良い展示だ

と思いました。」「ホシズナはほしのかたちしかないとお

もっていたけれど、まるいホシズナもあったことはしりま

せんでした。」などの感想があり、大人も子どもも、ホシ

ズナが生物であることを知って、驚いたようであった。 

 

④蚊帳サンゴ I （３D スコープ蚊帳）（図 4） 

 茶箱型の３D スコープを応用させた展示。蚊帳の中

に入ると、実物大のマンタ、クラゲ、ウミヘビ、さんご礁

の魚たちが蚊帳の中に吊られている。また、３D スコー

プでサンゴやさんご礁生物を立体で見ることができる。

床には、特殊なカメラで撮影したさんご礁の写真をプリ

ントした‘サンゴカーペット’を敷き、イスの上にお腹を乗

せると、海の中を漂っている感覚を体験できるようにし

た。子どもたちには蚊帳を使った展示は好評で、「りっ

たいのしゃしんをつかってえいぞうにするとすごいと思っ

た。」などのコメントがあった。 

 

⑤蚊帳サンゴ II （サンゴの中に住む生物になってみよ

う「サンゴホテル」）（図 5） 

 蚊帳サンゴ I は実寸大の海の中を再現したが、この

蚊帳のコンセプトは、入った人がサンゴに生息する小さ

な小さな生き物になるというものである。蚊帳の中に入

って天井を見上げると、スキューバダイビングをする人

間が持つ大きな水中カメラが目に入る仕掛けだ。ナン

ヨウハギ、サンゴガ二などの帽子をかぶって、この蚊帳

の中ではサンゴの住人になれる。床には、一つの大き

なサンゴの写真を使用した。このサンゴ床に合うように、

サンゴクッションを置いた。サンゴクッションの中には、

小さな CD デッキが入っていて、クジラの歌が聞こえる

ようになっている。この蚊帳サンゴ II 展示には「サンゴ

ホテル良かったです。リラックス出来ました。」「こんな

にもサンゴの種類があるなんておどろきでした！！サン

ゴのホテルでは波の音やザトウクジラの求愛の声にい

やされました。」「サンゴホテルは魚になったようなすご

く面白い空間でした。天井に人間のダイバーがカメラを

持ってせまっているのにビックリしました。これが魚たち

の気持ちだろうな、と気がつかされました！！」「海の

図 4 蚊帳サンゴ I. ３D スコープとさんご礁の生き物（左）. おなかを椅子の上に置いて海を泳いでいるみたい！（右） 

図 5 蚊帳サンゴ II. サンゴの中に住んでいる生き物になったみ

たい！ 
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おへやとサンゴホテルにいろんな工夫があっておもしろ

かったです。サンゴホテルは上からカメラでとられたの

でびっくりしました。」などの感想があった。 

 

⑥蚊帳サンゴ III （クジラのふるさとサンゴ礁「海のお

部屋」）（図 6） 

 蚊帳の中には、3 つのザトウクジラのぬいぐるみ（お父

さんクジラ、お母さんクジラ、赤ちゃんクジラ）と大きな

地球儀が展示されている。地球儀には赤道部分と北

極部分にザトウクジラの生態の解説を付けた。求愛ソ

ングを歌うオスのザトウクジラを表現するために、お父

さんクジラのぬいぐるみ部分に、iPod を入れてザトウク

ジラのソングが聴けるようにした。お父さんクジラの求

愛ソングが伝わるように、その対角線上にお母さんクジ

ラを配置し、お母さんクジラの横には赤ちゃんクジラを

吊った。赤ちゃんクジラの口の部分と、お母さんクジラ

のおっぱい部分にマグネットを仕掛けとして入れ込み、

クジラのお母さんのおっぱいの位置が尻尾のほうにあ

ることや、クジラは見かけは魚に似ているが実は哺乳

類であることをぬいぐるみで遊びながら学べるよう工夫

した。床には、かぎ編みでつくったサンゴを展示し、編

棒と毛糸を置いて、参

加者が自由にサンゴ

をつくることができる参

加型展示とした。「海

のお部屋、サンゴホテ

ル とても楽しかったで

す。魚の帽子や毛糸

でできたサンゴの作り

方が知りたいです。」な

どの感想があった。 

 

●サンゴ展示の評価 

 2009 年度、7 月末の阿嘉島港ターミナルでのサンゴ

展示を皮切りに、8 か月の間に全国 10 ヵ所を巡回し、

54,743人の来場者を記録した。クジラだけでなく、さん

ご礁を展示テーマにしたコンテンツを加えて開発する

ことで、海や地球に関する理解増進活動をより広く展

開できるようになった。各会場では、順路の終点で参

加者が自由にカードに感想を記すことのできる場所を

設けた。10 ヵ所の展示会場にて、3,225 枚のコメントカ

ードを収集した。阿嘉島港ターミナルと沖縄県立博物

館・美術館で開催された展示では、354 枚のコメントカ

ードをが集まり、サンゴについて学んだ事柄に対しての

来場者の素直な感想やコメントが多く寄せられた（表

1）。以下は感想と質問の一部である。 

 

【阿嘉島港ターミナル】 

・とても楽しいパネル展だと思います。今後も続けて欲

しいと思います、阿嘉島島民より 

・とても勉強になりました！わかりやすく説明されていて、

図 6 蚊帳サンゴ III 
 蚊帳の中で毛糸でサンゴを編む参加者（左）. 天井から吊れない会場でもポールで対応できる（右） 

感想 質問 メッセージ 単純な絵 複雑な絵 名前のみ その他 合計

沖縄県立博物館・美術館 152 12 0 2 0 0 7 173

阿嘉港ターミナル 41 17 9 35 6 3 70 181

　　合　　計 193 29 9 37 6 3 77 354

表１ コメントカードに寄せられた内容（沖縄県立博物館及び阿嘉島港ターミナル） 
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まわりの人にも今日知った事を伝えて、サンゴを大

切にしていきたいですね！ 

・ケラマの海でサンゴを見るまではどんなものなのかも

知らなかったけれど、こんなにもキレイで大切な役割

をしてくれているんだからもっともっと大切にしないと

いけないですね。ケラマの海がこれ以上こわれない

ように…。サンゴ展とても勉強になりました。 

 

【沖縄県立博物館・美術館】 

・サンゴのことについてよくわかりました。サンゴを破壊

しているのは、私たち人間ですが、守っていけるのも

私達ですね。一人ひとりが生活を見直し行動してい

きましょう！！ 

・サンゴ虫、褐虫藻の組み合わせ、生育環境によって

これだけ多種多様な形態のサンゴが生じるというの

は本当に不思議ですね。 

・東京から来ました。東京では身近にサンゴがあまりな

いので“サンゴ”というものに触れる機会がありません

でしたが、今日ここに来てサンゴというものは色々な

形状があり、奥が深いんだなぁ～と思いました。沖縄、

最高です！ 

・以前八重山に住んでいました。サンゴたちが懐かしい

です。内地でもこの企画やって欲しい。今年はオニヒ

トデが少ないといいですね。この部屋も素敵です（蚊

帳）。 

 

【沖縄県立博物館・美術館 

子どもの感想】 

・サンゴにはいろんなしゅるい

があってびっくりした。サンゴ

へ これからもっとサンゴをふ

やせるかんきょうをつくるよ！ 

・サンゴはまよなかにたまごを

うむとはしらなかったのでいい

べんきょうになりました。海は

さんごだけではなくクジラやかくれくまのみなどたくさん

の生物がいてすごいと思いました。 

・サンゴっていきているんだね！サンゴってすごい！ 

・いろんなかたちがあるからおもしろいです。うみの中で

ほんものを見たいです。 

 

 また、それぞれの会場では、コメントカードにサンゴ

に関する素朴な疑問や質問も多く寄せられた。子ど

もたちからは、サンゴの色についての質問が多く、今

後のサンゴに関する教育活動の際に取りあげるとよ

い内容などがわかった。 

 

【子どもの質問】 

・サンゴの色がどれくらいあるの？ 

・サンゴのたまごはどこでそだつの？  

・どうしてサンゴはうみでもいきができるの？  

・なんでサンゴはまん月にさんらんをするのですか。 

・イバラカンザシは何しょくあるんですか？ 

・どうしてサンゴの色はみんなちがうのか？ 

・どうしてサンゴのまわりに魚があつまるの？ 

 

【大人の質問】 

・キレイなサンゴがいつまでもあってほしいと思いました。

生きたサンゴをさわってみたかった。かたいのか、や

わらかいのか？ 

図 7 阿嘉港ターミナルの待合室での展示.  設営の様子（左）とサンゴ標本（右） 
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・白化現象をもっとくわしく知りたい。海水温の上昇も

原因と言われるが、赤道付近のサンゴは白化しない

のか。 

・サンゴの生態から成長、人々の生活との関わり、そし

て現在のサンゴの環境の実態等、興味深い展示で

した。専門的な内容についてはむずかしく思いました

が、それぞれにおもしろく感じました。ところで展示の

サンゴが真っ白なのは、何かの処理がされているの

でしょうか。海の中ではそれぞれに色をもっているん

ですよね。環境にあわせてサンゴが自分の形を変え

ているという説明は特におもしろく思いました。 

 

 NPO 法人ミュージアム研究会は館を持たず、常設

展示はないが、この巡回展の取り組みのように、共同

開催や協力機関、貸出館との連携によって有意義な

展示を実施できた。特に、閲覧資料を多く有する機関

との連携時に、それを補完する五感を使った展示とし

てこの巡回展が非常に有効であったとの評価をいただ

いた。これは阿嘉島臨海研究所や沖縄県立博物館・

美術館などの協力により実現できたことである。 

 様々な機関との連携で生まれたサンゴ展示が、来

場者の人々のサンゴやさんご礁について知る機会とし

て貢献できれば幸いである。今回、開発した展示は、

さんご礁の機能や生態のほんの一部を扱ったものでは

あるが、今後も内外のネットワークや他機関との連携を

大切にし、サンゴを含めた博物館教育と環境教育活

動を継続していきたい。 
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